






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































『玉襷』 1 天保 3 年（1832）刊行。平田篤胤著。古道論や学統についての説、神霊崇拝の必要
性などが平易に書かれる。
（
為
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
『
雑
誌
抜
粋
』
は
最
大
規
模
で
あ
り
、
構
成
の
綿
密
さ
も
他
と
は
一
線
を
画
す
る
こ
と
か
ら
、
知
周
が
お
こ
な
っ
て
き
た
知
的
な
慣
習
に
お
い
て
、
一
つ
の
集
大
成
で
あ
る
と
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
知
周
は
『
雑
誌
抜
粋
』
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
知
識
と
情
報
の
再
編
を
行
い
、
知
の
体
系
化
を
図
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
か
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。
三
、『
雑
誌
抜
粋
』
の
成
立
過
程
を
辿
る
　
本
節
で
は
、『
雑
誌
抜
粋
』
の
編
集
の
あ
り
方
に
注
目
し
、
い
く
つ
か
の
特
徴
に
即
し
て
成
立
過
程
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
雑
誌
抜
粋
』
は
い
く
つ
か
の
新
聞
・
雑
誌
、
あ
る
い
は
書
籍
か
ら
の
抜
き
書
き
で
あ
り
、
内
容
は
、
仏
教
や
宗
教
関
係
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
政
治
や
社
会
、
あ
る
い
は
霊
異
・
怪
異
譚
と
、
二
〇
〇
話
に
の
ぼ
る
多
種
多
様
な
話
題
の
集
成
で
あ
る
。
そ
の
構
成
に
着
目
す
る
と
、
鈴
木
知
周
の
編
纂
者
と
し
て
巧
緻
と
も
言
い
得
る
態
度
が
確
認
で
き
る
。
　
例
え
ば
、
本
書
は
欄
外
頭
注
に
部
類
（
例
え
ば
、
警
誡
部
・
法
語
部
・
感
応
部
・
冥
罸
部
・
奇
特
者
な
ど
）
が
明
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
内
容
や
主
題
の
共
通
性
を
持
っ
た
一
つ
の
編
成
を
な
し
て
い
る
（【
図
2
】）。
特
に
明
記
さ
れ
な
い
場
合
も
、
他
宗
教
に
つ
い
て
や
、
教
育
・
時
事
な
ど
、
基
本
的
に
一
定
の
規
則
性
を
保
持
し
た
分
類
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
前
述
の
「『
雑
誌
抜
粋
』
目
録
一
覧
」
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
こ
の
よ
う
な
あ
り
方
か
ら
は
、
編
者
で
あ
る
知
周
の
強
固
な
類
従
と
構
成
に
対
す
る
意
識
が
窺
え
る
。
　
ま
た
、
収
録
さ
れ
て
い
る
記
事
の
年
幅
に
も
注
目
し
た
い
。
最
も
古
い
記
事
は
、
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
七
月
「
夫
婦
篤
信
者
」（
巻
三
・
一
一
〇
話
）
の
記
事
で
、
一
方
で
最
も
新
し
い
も
の
は
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）「
赤
十
字
社
員
数
並
同
金
高
」（
巻
三
・
一
二
〇
話
）
の
記
事
で
あ
り
、
約
二
五
年
間
の
年
幅
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
年
月
に
蓄
積
さ
れ
た
、
膨
大
か
つ
広
範
な
資
料
へ
の
目
配
り
を
前
提
と
し
た
、
長
期
的
な
営
み
と
し
て
『
雑
誌
抜
粋
』
は
編
纂
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
そ
の
配
列
を
見
て
み
る
と
、
年
月
日
は
複
雑
に
錯
綜
し
、
非
時
系
列
的
・
非
序
列
的
な
編
集
の
あ
り
方
と
な
っ
て
お
り
、
あ
く
ま
で
も
内
容
や
主
題
に
よ
る
編
成
が
優
先
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
次
に
、
引
用
の
方
法
に
留
意
し
て
み
る
と
、
基
本
的
に
は
原
典
に
忠
実
な
書
写
態
度
を
貫
い
て
い
る
も
の
の
、
典
拠
と
な
る
雑
誌
や
新
聞
の
記
事
か
ら
、
全
文
で
は
な
く
前
後
を
省
略
し
て
必
要
な
部
分
の
み
を
抜
【図2】頭注に記された部類名（左）と出典（右）（巻二）
（
如来寺蔵『雑誌抜粋』に見る近代メディアの受容と利用
き
書
き
す
る
場
合
が
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、「
不
動
明
王
和
讃
」（
巻
二
・
五
三
話
）
で
は
出
典
の
『
明
教
新
誌
』
の
記
事
か
ら
、
途
中
の
部
分
の
「
和
讃
」
の
み
を
切
り
出
し
て
い
る
。
典
拠
か
ら
全
文
を
抜
粋
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
一
部
の
み
を
引
用
す
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
は
、
い
わ
ば
情
報
の
取
捨
選
択
を
、
主
体
的
・
能
動
的
に
行
っ
て
い
る
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
。
　
表
記
に
つ
い
て
も
特
徴
が
見
ら
れ
る
。『
雑
誌
抜
粋
』
の
基
本
的
な
表
記
は
漢
字
片
仮
名
混
じ
り
文
で
あ
る
が
、
漢
字
平
仮
名
混
じ
り
文
や
漢
文
体
、
あ
る
い
は
、
そ
も
そ
も
書
写
で
は
な
く
活
字
印
刷
の
記
事
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
、
諸
種
の
様
式
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
筆
跡
の
差
異
も
認
め
ら
れ
、
知
周
本
人
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
が
経
年
に
よ
る
筆
の
変
化
を
示
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
ほ
か
、
明
ら
か
に
知
周
と
は
別
筆
に
よ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
記
の
多
様
さ
や
筆
跡
の
差
異
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
写
年
代
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
複
数
の
資
料
を
取
り
合
わ
せ
る
形
で
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
　
最
後
に
触
れ
て
お
き
た
い
の
が
、
採
録
の
方
法
で
あ
る
。【
図
3
】
「
佐
々
木
東
洋
居
士
衛
生
演
説
」（
巻
三
・
九
九
話
）
に
注
目
す
る
と
、
冒
頭
の
前
に
四
行
ほ
ど
別
の
内
容
が
付
い
て
い
る
が
、
こ
の
記
述
は
途
中
か
ら
で
あ
り
、
な
お
か
つ
目
録
と
も
対
応
が
見
ら
れ
な
い
断
片
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
先
に
指
摘
し
た
「
複
数
資
料
の
取
り
合
わ
せ
」
と
い
う
仮
説
が
補
強
さ
れ
る
と
と
も
に
、
恐
ら
く
は
書
き
溜
め
て
い
た
既
存
の
書
物
を
、
一
旦
解
体
し
て
再
編
成
し
、
知
的
体
系
の
構
築
を
図
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
が
成
り
立
つ
。
　
以
上
、
い
く
つ
か
の
編
集
の
特
徴
か
ら
は
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
知
識
や
情
報
を
、
広
範
な
視
野
で
も
っ
て
選
別
し
て
取
り
込
み
、
巧
妙
な
意
図
に
基
づ
い
て
組
み
替
え
、
再
編
成
し
て
い
く
こ
と
で
、『
雑
誌
抜
粋
』
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
既
に
述
べ
た
通
り
、
知
周
に
と
っ
て
抜
き
書
き
と
い
う
行
為
は
習
慣
化
さ
れ
た
知
的
な
営
為
で
あ
り
、
い
わ
ば
『
雑
誌
抜
粋
』
は
そ
の
集
大
成
で
あ
る
。
こ
れ
は
時
代
的
な
背
景
か
ら
見
れ
ば
、
明
治
期
の
宗
教
改
革
を
経
て
、
仏
教
が
大
き
な
転
換
を
迫
ら
れ
た
時
期
に
集
積
さ
れ
編
纂
さ
れ
た
言
説
で
あ
り
、
近
代
と
い
う
新
し
い
世
界
を
、
長
期
的
な
眼
差
し
で
も
っ
て
把
握
し
よ
う
と
努
め
た
、
一
つ
の
成
果
と
も
言
い
う
る
。
そ
こ
に
は
、
新
た
な
時
代
の
仏
教
者
と
し
て
の
思
想
や
態
度
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
節
よ
り
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
き
た
い
。
【図3】巻三・九八と九九の境に、目録とは非対応
の断片（枠線部）が挿入される。
6
四
、『
雑
誌
抜
粋
』
の
編
纂
意
識　
『
明
教
新
誌
』
か
ら
の
引
用
に
注
目
し
て　
　
緻
密
な
ま
で
の
編
集
意
図
に
彩
ら
れ
て
成
立
し
て
い
る
『
雑
誌
抜
粋
』
だ
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
思
想
に
支
え
ら
れ
、
方
針
付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
最
も
出
典
と
し
て
多
い
『
明
教
新
誌
』
か
ら
の
引
用
の
あ
り
方
に
注
目
す
る
こ
と
で
考
え
て
み
た
い
。
　
先
の
【
表
1
】
に
示
し
た
よ
う
に
、『
明
教
新
誌
』
か
ら
の
引
用
数
は
一
三
〇
を
数
え
、
全
体
の
約
七
割
を
占
め
て
い
る
。『
明
教
新
誌
』
は
、
明
治
期
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
仏
教
新
聞
で
あ
り
、
前
身
は
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
四
月
に
創
刊
さ
れ
た
大
教
院
発
行
の
『
官
准
教
会
新
聞
』
で
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
七
月
に
編
集
元
が
明
教
社
、
編
集
者
は
大
内
青
巒
と
改
ま
り
、
同
年
八
月
七
日
（
一
四
八
号
）
を
も
っ
て
『
明
教
新
誌
』
と
正
式
に
改
題
さ
れ
た
。
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
二
月
二
八
日
の
第
四
六
〇
三
号
ま
で
隔
日
で
刊
行
さ
れ
続
け
、
そ
の
後
は
『
日
出
国
新
聞
』（
旧
『
や
ま
と
新
聞
』）
に
合
併
さ
れ
た
。
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
二
月
一
四
日
付
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
発
行
部
数
は
月
一
五
回
で
二
七
三
七
二
部
を
数
え
、
他
の
宗
教
関
係
の
定
期
刊
行
物
に
比
べ
る
と
格
段
に
多
い
部
数
で
あ
り
、「
約
二
十
八
年
間
、
宗
派
を
越
え
た
仏
教
一
般
の
新
聞
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め（7
（
」、「
明
治
期
を
貫
ぬ
く
仏
教
一
般
の
新
聞
と
い
え
る
も
の
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
「『
明
教
新
誌
』
に
よ
る
通
仏
教
的
な
〈
宗
教
〉
や
〈
仏
教
〉
の
教
説
や
思
想
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
」
は
「
明
ら
か
に
近
世
ま
で
の
僧
侶
と
檀
家
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
タ
ー
ン
を
変
え
た（8
（
」
と
さ
れ
て
い
る
。
　
『
明
教
新
誌
』
の
構
成
は
、
冒
頭
か
ら
順
に
「
官
報
・
公
報
・
各
宗
報
告
・
論
説
（
後
、
普
説
）・
雑
報
（
後
、
新
誌
）・
寄
書
・
稟
告
」
と
な
っ
て
お
り
、「
官
報
」
は
政
府
・
官
庁
か
ら
公
示
さ
れ
る
情
報
、「
公
報
」
は
仏
教
界
で
公
示
さ
れ
る
情
報
、「
各
宗
報
告
」
は
各
宗
派
ご
と
の
報
告
事
項
や
話
題
が
載
り
、
続
く
「
論
説
（
普
説
）」
は
、
仏
教
に
お
け
る
教
学
の
一
般
に
つ
い
て
諸
説
を
載
せ
る
欄
で
あ
る
。「
雑
報
（
新
誌
）」
は
仏
教
関
連
の
世
間
的
な
出
来
事
の
記
事
、「
寄
書
」
は
投
稿
欄
で
、
他
の
記
事
と
異
な
る
特
徴
と
し
て
、
項
目
の
始
め
に
「
説
の
可
否
真
偽
ハ
吾
輩
之
を
保
証
せ
ず
」
と
但
し
書
き
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
な
構
成
に
基
づ
く
『
明
教
新
誌
』
だ
が
、
そ
の
中
で
、
『
雑
誌
抜
粋
』
は
ど
こ
か
ら
記
事
を
採
録
し
て
い
る
か
を
見
て
み
る
と
、
「
官
報
・
公
報
・
各
宗
報
告
」
か
ら
は
一
切
の
引
用
が
な
さ
れ
ず
、「
雑
報
（
新
誌
）」
か
ら
が
最
も
多
く
九
七
、「
寄
書
」
が
二
〇
、「
普
説
」
が
一
三
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
雑
報
（
新
誌
）」
か
ら
な
さ
れ
た
多
数
の
引
用
の
内
容
に
注
目
し
て
み
る
と
、
特
に
知
周
自
身
の
宗
派
で
あ
る
浄
土
宗
に
こ
だ
わ
る
様
子
は
見
ら
れ
ず
、
各
宗
派
の
出
来
事
を
報
じ
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、『
明
教
新
誌
』
の
投
稿
欄
で
あ
る
「
寄
書
」
は
、
「
説
の
可
否
真
偽
ハ
吾
輩
之
を
保
証
せ
ず
」
と
、
い
わ
ば
内
容
の
真
偽
の
最
終
的
な
判
断
を
読
者
に
委
ね
る
よ
う
な
保
証
さ
れ
な
い
記
事
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
全
体
の
一
割
を
占
め
る
数
を
引
用
し
て
い
る
姿
勢
か
ら
は
、
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
な
「
情
報
の
取
捨
選
択
の
主
体
性
・
能
7
如来寺蔵『雑誌抜粋』に見る近代メディアの受容と利用
動
性
」
を
、
改
め
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、『
明
教
新
誌
』
の
引
用
の
あ
り
方
に
見
ら
れ
る
、
宗
派
に
こ
だ
わ
ら
な
い
編
集
の
方
針
は
、
記
事
を
採
録
す
る
上
で
、
主
体
的
・
能
動
的
に
取
捨
選
択
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
身
の
所
属
す
る
宗
派
で
あ
る
浄
土
宗
（
名
越
派
）
に
拘
泥
す
る
の
で
は
な
く
、
宗
派
を
横
断
し
、
越
境
し
た
形
で
編
纂
す
る
指
向
性
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
は
、『
雑
誌
抜
粋
』
の
構
成
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
巻
一
の
第
一
話
、
つ
ま
り
本
書
の
巻
頭
を
飾
る
「
仏
教
一
班
」
は
、『
明
教
新
誌
』
一
六
三
九
号
か
ら
の
引
用
で
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
　
　
仏
教
ト
ハ
悟
リ
ノ
道
ト
云
ル
コ
ト
ナ
リ
悟
ト
云
ハ
迷
ノ
ウ
ラ
ナ
リ
迷
ト
ハ
天
地
自
然
ノ
性
徳
ニ
背
ク
ヲ
云
フ
ナ
リ
（
…
）
種
々
ノ
罪
業
ヲ
造
リ
テ
愉
快
ト
思
ヒ
一
時
ノ
逸
楽
ニ
沈
ミ
テ
万
劫
ノ
苦
報
ヲ
恐
レ
是
レ
之
ヲ
迷
ト
名
ル
ナ
リ
釈
尊
大
慈
悲
ノ
尊
眼
ヲ
以
テ
此
愍
レ
ム
ベ
キ
衆
生
ノ
有
様
ヲ
見
ソ
ナ
ハ
シ
多
劫
ノ
苦
修
練
行
ヲ
歴
テ
自
他
諸
共
ニ
此
迷
苦
ヲ
除
キ
得
ル
ノ
道
ヲ
発
明
シ
タ
マ
フ
其
法
微
妙
不
思
議
ニ
シ
テ
固
ヨ
リ
名
相
ソ
絶
シ
ヌ
レ
ド
モ
世
人
ヲ
教
ヘ
導
ク
タ
メ
ニ
仮
ニ
名
ケ
テ
仏
教
ト
称
ス
ル
ナ
リ
其
法
既
ニ
不
可
思
議
ナ
レ
バ
之
ヲ
口
ニ
説
キ
筆
ニ
書
ク
コ
ト
誠
ニ
一
大
難
事
ナ
レ
ド
モ
偖
テ
止
ム
ベ
キ
ニ
非
ザ
レ
バ
今
其
初
入
ノ
法
門
ノ
一
班
ヲ
挙
ゲ
試
ミ
ン
ニ
凡
ソ
一
切
衆
生
ノ
此
世
界
ニ
苦
楽
昇
沈
ス
ル
モ
ノ
ハ
誠
ニ
三
世
ノ
因
果
ニ
依
テ
十
界
ノ
依
正
ヲ
感
ズ
ル
ノ
外
ア
ラ
ズ
何
ヲ
カ
十
界
ノ
依
正
ト
謂
フ
ヤ
十
界
ト
ハ
仏
界
菩
薩
界
縁
覚
界
天
上
界
人
間
界
修
羅
界
餓
鬼
界
畜
生
界
地
獄
界
コ
レ
ナ
リ
（
…
）
真
理
ヲ
信
セ
ズ
日
夜
ニ
罪
業
ヲ
造
作
シ
テ
六
道
輪
廻
ノ
依
正
ヲ
受
ク
釈
尊
之
ヲ
愍
レ
ミ
玉
ヒ
テ
顕
密
禅
浄
等
種
々
無
量
ノ
法
門
ヲ
説
キ
病
ニ
応
ジ
テ
薬
ヲ
施
シ
タ
マ
フ
是
レ
之
ヲ
仏
教
ト
名
ル
ナ
リ
然
レ
共
三
世
ノ
因
果
十
界
ノ
依
正
畢
竟
唯
之
レ
一
念
心
ノ
転
処
ノ
ミ
一
念
迷
倒
ス
レ
バ
地
獄
ア
ラ
ハ
レ
畜
生
ヲ
コ
リ
一
念
悟
達
ス
レ
バ
未
ダ
頭
ヲ
廻
ラ
サ
ヾ
ル
ニ
早
ク
是
レ
仏
果
ヲ
超
越
ス
ル
故
ニ
謂
フ
心
衆
生
是
三
無
差
別
ト
苟
ク
モ
大
志
ア
ラ
ン
者
ハ
何
ソ
速
カ
ニ
妄
情
ヲ
排
除
シ
テ
真
教
ヲ
修
証
シ
天
地
ト
性
徳
ヲ
同
シ
テ
謂
ユ
ル
万
物
ノ
霊
長
タ
ル
所
以
ノ
実
効
ヲ
奏
セ
ザ
ル
ヤ
三
世
十
界
十
善
等
ノ
事
ハ
ホ
ヾ
仏
教
大
意
ニ
記
述
セ
リ
四
諦
十
二
因
縁
六
波
羅
蜜
及
ヒ
諸
宗
区
々
ナ
リ
ト
雖
モ
其
教
ヲ
同
フ
セ
ル
道
理
等
ハ
漸
次
論
述
ス
ル
所
ア
ル
ベ
シ
　
こ
こ
で
は
ま
ず
「
仏
教
ト
ハ
悟
リ
ノ
道
ト
云
ル
コ
ト
ナ
リ
悟
ト
云
ハ
迷
ノ
ウ
ラ
ナ
リ
迷
ト
ハ
天
地
自
然
ノ
性
徳
ニ
背
ク
ヲ
云
フ
ナ
リ
」
と
、
仏
教
に
つ
い
て
「
悟
」
と
「
迷
」
に
よ
っ
て
簡
潔
に
説
明
し
、
続
け
て
「
釈
尊
大
慈
悲
ノ
尊
眼
ヲ
以
テ
此
愍
レ
ム
ベ
キ
衆
生
ノ
有
様
ヲ
見
ソ
ナ
ハ
シ
多
劫
ノ
苦
修
練
行
ヲ
歴
テ
自
他
諸
共
ニ
此
迷
苦
ヲ
除
キ
得
ル
ノ
道
ヲ
発
明
シ
（
…
）
世
人
ヲ
教
ヘ
導
ク
タ
メ
ニ
仮
ニ
名
ケ
テ
仏
教
ト
称
ス
ル
ナ
リ
」
と
、
釈
迦
に
よ
る
仏
教
の
成
り
立
ち
を
説
く
。
そ
の
後
も
、
「
三
世
」
や
「
十
界
」、「
六
道
輪
廻
」
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
釈
迦
や
8
そ
の
直
弟
子
に
由
来
を
遡
る
「
原
始
仏
教
」「
根
本
仏
教
」
と
さ
れ
る
概
念
に
よ
っ
て
仏
教
の
教
理
を
説
い
て
い
く
。
さ
ら
に
、「
釈
尊
之
ヲ
愍
レ
ミ
玉
ヒ
テ
顕
密
禅
浄
等
種
々
無
量
ノ
法
門
ヲ
説
キ
」
と
し
、「
顕
密
禅
浄
」
す
な
わ
ち
、
顕
教
・
密
教
・
禅
宗
・
浄
土
宗
と
い
っ
た
各
教
諸
宗
も
、
全
て
は
釈
迦
に
由
来
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
後
は
「
真
教
ヲ
修
証
シ
天
地
ト
性
徳
ヲ
同
」
じ
く
す
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、「
諸
宗
区
々
ナ
リ
ト
雖
モ
其
教
ヲ
同
フ
セ
ル
道
理
等
ハ
漸
次
論
述
ス
ル
所
ア
ル
ベ
シ
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
で
同
じ
く
す
る
教
え
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
共
通
す
る
道
理
を
こ
そ
論
述
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
締
め
括
ら
れ
る
。
　
こ
の
記
事
か
ら
は
、
釈
迦
を
由
来
と
す
る
「
原
始
」「
根
本
」
仏
教
を
裏
付
け
と
し
な
が
ら
、
宗
派
に
共
通
す
る
理
論
や
思
想
を
求
め
る
よ
う
な
姿
勢
が
読
み
取
れ
、
宗
派
で
縦
割
り
に
さ
れ
た
近
世
ま
で
の
仏
教
界
の
あ
り
方
を
見
直
す
態
度
が
志
向
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
内
容
が
、『
雑
誌
抜
粋
』
の
巻
頭
を
飾
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
知
周
の
態
度
か
ら
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
意
図
的
な
配
置
で
あ
り
、
編
纂
意
識
を
考
え
る
上
で
、
極
め
て
象
徴
的
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
　
五
、
近
代
に
編
ま
れ
た
説
草
集
の
可
能
性　
再
編
さ
れ
る
仏
教
知　
　
本
節
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
明
治
期
に
『
雑
誌
抜
粋
』
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
を
歴
史
上
の
文
脈
に
お
い
て
考
察
し
、
近
代
と
い
う
時
代
に
お
け
る
資
料
的
な
位
置
づ
け
を
試
み
る
。
　
ま
ず
、
明
治
期
の
仏
教
界
が
直
面
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
磯
前
順
一
氏
の
以
下
の
論
を
参
照
し
た
い
。
  　
　
近
世
に
お
い
て
宗
教
と
い
う
言
葉
は
仏
教
内
の
「
宗
派
の
教
え
」
を
意
味
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
諸
宗
教
間
の
関
係
は
お
ろ
か
、
仏
教
と
い
う
統
一
意
識
さ
え
欠
如
し
て
い
た
も
の
が
、
レ
リ
ジ
ョ
ン
へ
の
訳
語
化
を
契
機
と
し
て
、
諸
宗
教
を
包
括
す
る
拡
大
さ
れ
た
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
で
は
仏
教
が
寺
請
制
を
と
お
し
て
制
度
的
に
宗
教
を
独
占
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
明
治
政
府
の
と
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
黙
許
や
神
仏
分
離
令
な
ど
の
政
策
に
よ
っ
て
、
仏
教
に
よ
る
宗
教
制
度
上
の
独
占
状
態
が
く
ず
れ
、
神
道
・
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
が
競
合
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
／
そ
れ
と
前
後
し
て
、
そ
れ
ま
で
統
一
意
識
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
仏
教
や
神
道
の
諸
派
が
、
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
仏
教
や
神
道
と
い
う
統
一
単
位
を
は
っ
き
り
と
自
覚
し
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
そ
も
そ
も
「
仏
教
」
と
い
う
言
葉
自
体
が
、
近
世
以
来
の
宗
派
ご
と
に
独
立
し
た
状
態
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
な
か
で
、
こ
の
時
期
に
現
わ
れ
た
も
の
で
あ
る（9
（
。
　
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
明
治
期
の
廃
仏
毀
釈
を
通
じ
て
「
仏
教
」
は
宗
教
制
度
に
お
け
る
優
位
性
を
失
い
、
ま
た
同
時
に
新
た
な
概
念
と
し
て
表
れ
た
「
宗
教
」
と
い
う
枠
組
み
の
な
か
で
、
神
道
や
キ
リ
9
如来寺蔵『雑誌抜粋』に見る近代メディアの受容と利用
ス
ト
教
と
い
っ
た
他
宗
教
と
相
対
化
さ
れ
、「
仏
教
」
と
し
て
の
意
識
を
強
固
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
必
然
的
に「〈
仏
教
〉
と
は
何
か
」
を
問
い
直
す
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
事
態
で
あ
り
、
仏
教
者
た
ち
は
「
仏
教
」
と
い
う
概
念
の
把
握
に
、
改
め
て
向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ
氏
が
述
べ
る
次
の
よ
う
な
指
摘
と
も
重
な
る
。
　
　
明
治
の
仏
教
者
は
、「
宗
教
」
や
「
哲
学
」
な
ど
の
新
た
な
範
疇
に
直
面
し
つ
つ
、
そ
の
自
己
認
識
を
再
構
成
し
て
い
く
。（
…
）
明
治
日
本
で
は
、
翻
訳
と
い
う
作
業
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
に
存
在
し
な
か
っ
た
言
葉
や
概
念
が
次
々
と
成
立
し
て
い
っ
た
。
日
本
列
島
の
人
々
の
従
来
の
信
仰
体
系
が
語
り
な
お
さ
れ
、religion
と
し
て
の
「
宗
教
」
の
範
疇
に
入
る
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
が
決
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
（
…
）「
万
国
公
法
」
に
基
づ
い
た
国
家
建
設
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
例
え
ば
仏
教
者
は
普
遍
性
を
装
っ
た
諸
概
念
の
枠
組
に
自
ら
の
信
仰
体
系
を
再
構
成
し
、
新
時
代
の
開
幕
に
よ
っ
て
生
じ
た
諸
問
題
へ
の
回
答
を
試
み
よ
う
と
し
た（（1
（
。
　
オ
リ
オ
ン
氏
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
、『
雑
誌
抜
粋
』
を
編
纂
し
た
鈴
木
知
周
の
行
為
も
ま
た
、「
明
治
の
仏
教
者
」
が
新
た
な
時
代
に
お
い
て
「
自
己
認
識
を
再
構
成
し
」「
普
遍
性
を
装
っ
た
諸
概
念
の
枠
組
に
自
ら
の
信
仰
体
系
を
再
構
成
し
、
新
時
代
の
開
幕
に
よ
っ
て
生
じ
た
諸
問
題
へ
の
回
答
を
試
み
よ
う
と
し
た
」
結
果
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
更
に
オ
リ
オ
ン
氏
は
、
そ
の
「
再
構
成
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
「
前
近
代
と
は
異
な
る
〝
普
遍
性
”
を
有
し
た
カ
テ
ゴ
リ
の
枠
組
み
に
「
仏
教
」
を
再
構
築
し
て
い
く
点
に
、
近
代
の
「
日
本
仏
教
」
論
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き（（（
（
」
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
普
遍
性
」
と
い
う
意
味
の
具
体
相
に
つ
い
て
は
、
池
田
英
俊
氏
が
述
べ
る
以
下
の
指
摘
が
示
唆
に
富
む
。
　
　
廃
仏
毀
釈
と
近
代
社
会
の
開
幕
を
前
に
し
て
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
的
な
立
場
か
ら
の
仏
教
復
興
運
動
が
行
わ
れ
る
が
、
な
か
ん
ず
く
近
代
仏
教
の
進
展
を
基
礎
づ
け
た
立
場
は
、
旧
来
の
宗
派
仏
教
の
弊
風
を
斥
け
て
、
仏
教
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
真
実
な
る
仏
法
を
求
め
よ
う
と
す
る
人
た
ち
の
宗
教
的
な
実
践
と
、
信
仰
の
復
活
で
あ
っ
た
。（
…
）
近
代
仏
教
形
成
へ
の
道
は
、
復
古
と
革
新
と
の
調
和
の
役
割
を
果
し
た
と
目
さ
れ
る
一
群
の
仏
教
者
が
試
み
た
よ
う
に
、
旧
来
の
出
家
至
上
主
義
の
流
れ
に
立
つ
僧
侶
中
心
の
仏
教
、
あ
る
い
は
宗
学
や
宗
派
を
重
視
す
る
仏
教
か
ら
脱
皮
し
、
復
古
主
義
を
基
調
と
す
る
通
仏
教
の
立
場
か
ら
出
家
・
在
家
の
差
別
を
超
え
た
、
い
わ
ゆ
る
在
俗
者
の
教
化
を
主
軸
と
す
る
伝
道
宗
教
へ
と
質
的
な
転
換
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
仏
教
者
の
行
動
と
思
想
は
、
戒
律
の
履
践
を
通
し
て
民
衆
の
生
活
倫
理
と
、
純
粋
な
信
仰
の
あ
り
か
た
と
を
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
質
が
あ
る（（1
（
。
10
　
右
の
指
摘
を
オ
リ
オ
ン
氏
の
論
と
併
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
復
古
主
義
を
基
調
と
す
る
」
こ
と
こ
そ
が
仏
教
の
「
普
遍
性
」
を
保
証
す
る
論
理
と
な
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
先
に
確
認
し
た
『
雑
誌
抜
粋
』
の
巻
頭
に
表
れ
た
、
釈
迦
を
全
て
の
由
来
に
据
え
、「
原
始
」「
根
本
」
仏
教
を
裏
付
け
と
し
て
語
っ
て
い
く
態
度
と
重
な
る
も
の
と
言
え
る
。
知
周
が
『
雑
誌
抜
粋
』
を
編
む
こ
と
に
よ
っ
て
編
成
し
よ
う
と
し
た
知
識
と
情
報
の
体
系
化
も
、
こ
の
よ
う
な
新
時
代
に
向
き
合
う
「
明
治
の
仏
教
者
」
と
し
て
、
仏
教
の
「
普
遍
性
」
を
希
求
す
る
こ
と
に
基
づ
い
た
「
自
己
認
識
の
再
構
成
」
と
い
う
営
み
と
し
て
意
味
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
　
確
か
に
明
治
期
は
、
宗
派
を
越
え
た
「
仏
教
」
と
い
う
枠
組
み
で
の
実
践
が
多
様
に
試
み
ら
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
象
徴
的
な
出
来
事
と
し
て
例
え
ば
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
に
仏
教
各
宗
協
会
が
設
立
さ
れ
、「
一
、
社
会
の
調
和
を
謀
る
こ
と　
一
、
貧
民
救
助
に
関
す
る
方
法　
一
、
教
育
普
及
を
謀
る
法　
一
、
殖
産
興
業
の
奨
励　
一
、
新
た
に
精
し
い
各
宗
綱
要
を
編
成
し
欧
文
に
翻
訳
す
る
こ
と
」
な
ど
を
各
宗
の
共
通
理
念
と
し
て
提
示
し
、
以
上
に
則
っ
た
活
動
を
推
進
し
た
。
ま
た
、
他
に
は
明
治
二
〇
年
代
以
降
、
宗
派
を
越
境
・
横
断
し
た
仏
教
団
体
が
多
数
結
成
さ
れ
、
大
会
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
主
な
も
の
は
、
尊
皇
奉
仏
大
同
団
（
二
三
年
三
月
一
日
大
内
青
巒
が
結
成
）、
全
国
仏
教
者
大
懇
話
会
（
二
三
年
四
月
東
京
に
お
い
て
各
宗
有
志
が
結
成
。
以
後
二
四
年
五
月
名
古
屋
、
二
五
年
四
月
京
都
、
二
六
年
四
月
大
阪
な
ど
各
地
に
お
い
て
開
会
）、
全
国
仏
教
大
会
（
二
八
年
四
月
京
都
に
お
い
て
開
催
）、
全
国
仏
教
徒
大
会
（
三
三
年
一
月
東
京
に
お
い
て
大
日
本
仏
教
徒
同
盟
会
、
信
徒
ク
ラ
ブ
等
が
開
催
）
な
ど
で
あ
る（（1
（
。
　
亀
山
光
明
氏
は
明
治
期
の
真
言
僧
の
釈
雲
照
の
仏
教
の
近
代
化
に
向
け
た
実
践
を
検
討
し
、「
仏
教
の
新
た
な
有
用
性
の
模
索
」
の
な
か
で
「
戒
律
」
の
普
遍
化
を
目
指
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
　
　
一
八
八
〇
年
代
の
雲
照
は
こ
の
普
遍
化
の
プ
ロ
セ
ス
と
同
時
期
に
、「
仏
教
」
な
る
近
代
的
カ
テ
ゴ
リ
の
構
築
に
没
頭
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
雲
照
特
有
の
課
題
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
当
時
の
仏
教
者
は
総
じ
て
―
例
え
ば
排
耶
論
や
仏
教
演
説
を
通
し
て
―
レ
リ
ジ
ョ
ン
概
念
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
影
響
下
に
自
ら
の
宗
教
を
語
り
直
し
て
い
く
作
業
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る（（1
（
。
　
亀
山
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仏
教
の
「
普
遍
化
」
と
「
近
代
的
カ
テ
ゴ
リ
の
構
築
」
は
明
治
期
の
仏
教
者
に
共
通
し
た
課
題
で
あ
り
、
鈴
木
知
周
も
そ
の
流
れ
に
「
巻
き
込
ま
れ
て
」
い
た
一
人
に
他
な
ら
な
い
。
　
こ
の
よ
う
な
新
時
代
の
潮
流
に
お
い
て
、
仏
教
者
と
し
て
突
き
当
た
っ
た
課
題
へ
の
回
答
を
、
知
周
が
求
め
よ
う
と
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
知
周
は
、
明
治
と
い
う
変
革
の
時
代
に
あ
っ
て
、
新
し
い
仏
教
を
模
索
す
る
必
要
性
の
中
で
、
そ
の
答
え
の
可
能
性
を
新
聞
や
雑
誌
と
い
う
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
に
求
め
、
自
己
の
認
識
を
通
じ
て
知
識
と
情
11
如来寺蔵『雑誌抜粋』に見る近代メディアの受容と利用
報
を
取
捨
選
択
し
、
再
構
築
し
た
。
い
わ
ば
、
新
時
代
へ
の
対
応
を
目
指
し
て
〈
再
編
さ
れ
た
仏
教
知
〉
と
し
て
、『
雑
誌
抜
粋
』
の
成
立
の
意
味
を
捉
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
六
、
お
わ
り
に
　
以
上
、
本
論
で
は
福
島
県
如
来
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
『
雑
誌
抜
粋
』
に
つ
い
て
、
そ
の
編
纂
の
過
程
を
考
察
し
、
資
料
と
し
て
の
意
味
づ
け
を
検
討
し
て
き
た
。
本
書
は
、
編
者
・
鈴
木
知
周
の
強
固
な
類
従
と
構
成
の
意
識
に
支
え
ら
れ
、
長
期
的
な
営
為
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
新
時
代
に
直
面
し
た
仏
教
者
が
、
仏
教
の
「
普
遍
性
」
を
希
求
す
る
こ
と
に
基
づ
く
「
自
己
認
識
の
再
構
成
」
を
い
か
に
図
っ
て
い
た
の
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
今
後
は
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
考
察
し
て
い
く
中
で
、
よ
り
詳
細
な
検
討
を
行
い
、
法
談
の
場
に
お
い
て
、
弟
子
や
信
徒
、
あ
る
い
は
一
般
大
衆
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
発
信
し
て
い
た
の
か
を
考
え
、
説
草
集
と
し
て
の
性
質
を
よ
り
踏
み
込
ん
で
論
じ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
　
今
回
の
論
考
で
は
、『
雑
誌
抜
粋
』
を
仏
教
の
近
代
化
に
お
け
る
大
局
的
な
潮
流
に
属
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
に
留
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
く
と
、
あ
た
か
も
本
書
を
も
っ
て
近
代
仏
教
の
問
題
に
敷
衍
し
て
論
じ
、
こ
の
資
料
を
一
般
化
が
可
能
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
論
者
が
意
図
す
る
と
こ
ろ
と
は
異
な
る
。
な
ぜ
な
ら
『
雑
誌
抜
粋
』
は
、
一
典
型
と
し
て
提
示
で
き
る
資
料
で
は
な
く
、
む
し
ろ
安
易
な
一
般
化
を
許
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
成
立
に
は
、
鈴
木
知
周
と
い
う
個
人
に
お
け
る
読
書
の
環
境
と
時
間
が
あ
り
、
情
報
の
蓄
積
と
体
系
が
あ
り
、
固
有
の
知
の
あ
り
方
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
『
雑
誌
抜
粋
』
の
内
容
を
細
か
く
見
る
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
思
考
の
内
実
を
改
め
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
　
こ
こ
で
付
言
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
一
つ
の
事
例
で
あ
り
、
可
能
性
の
断
片
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
文
学
研
究
が
こ
の
よ
う
な
資
料
を
扱
う
上
で
、
単
純
な
普
遍
化
に
陥
る
の
で
は
な
く
、
個
別
的
な
事
象
と
し
て
向
き
合
い
、
多
様
な
可
能
性
の
一
片
と
し
て
丁
寧
に
検
討
し
て
い
く
姿
勢
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
の
蓄
積
か
ら
、
歴
史
は
語
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
一
つ
の
具
体
的
な
方
法
と
し
て
、
蔵
書
調
査
に
基
づ
く
研
究
が
、
近
代
以
降
の
資
料
を
も
対
象
に
含
め
、
よ
り
広
く
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。（1
）
浄
土
宗
布
教
の
た
め
に
琉
球
国
に
渡
来
し
、『
琉
球
神
道
記
』
を
執
筆
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
袋
中
上
人
（
一
五
五
二
～
一
六
三
九
）
も
、
如
来
寺
で
修
学
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
（
2
）
如
来
寺
に
は
更
に
多
く
の
蔵
書
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
近
く
を
流
れ
る
夏
井
川
の
洪
水
被
害
に
二
度
遭
い
、
そ
の
際
に
流
失
・
損
壊
し
た
資
料
が
相
当
数
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
五
〇
〇
年
前
後
に
本
山
が
専
称
寺
に
変
わ
る
に
あ
た
り
、
名
越
に
関
連
す
る
聖
教
の
多
く
が
移
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
な
お
、
専
称
寺
の
蔵
書
は
、
現
存
が
極
め
て
少
な
い
）。
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（
3
）
大
谷
栄
一
「
近
代
仏
教
に
み
る
新
聞
・
雑
誌
、
結
社
、
演
説
」（
島
薗
進
ほ
か
編
『
日
本
人
と
宗
教　
近
世
か
ら
近
代
へ　
（
五
）
書
物
・
メ
デ
ィ
ア
と
社
会
』
春
秋
社
、
二
〇
一
五
）
（
（
）
岡
田
正
彦
は
、
明
治
期
に
つ
い
て
「
こ
の
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
仏
教
系
出
版
物
は
膨
大
な
数
で
あ
り
、
当
時
の
仏
教
青
年
た
ち
の
活
動
と
も
結
び
つ
き
な
が
ら
、
か
な
り
大
き
な
言
説
空
間
を
つ
く
り
だ
し
た
。
多
く
の
資
料
が
残
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
む
し
ろ
資
料
の
膨
大
さ
の
た
め
に
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
研
究
対
象
で
あ
る
」
と
し
、「
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
登
場
と
普
及
」
に
つ
い
て
「
近
代
仏
教
研
究
の
主
要
な
課
題
と
し
て
、
今
後
の
研
究
の
蓄
積
が
待
た
れ
る
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。（
大
谷
栄
一
他
編
『
近
代
仏
教
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』「
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
が
仏
教
を
変
え
た
！
」
二
〇
一
六
）。
な
お
、
昨
今
の
注
目
す
べ
き
研
究
成
果
と
し
て
法
蔵
館
の
叢
書
「
近
代
日
本
の
仏
教
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
が
あ
り
、
す
で
に
同
シ
リ
ー
ズ
か
ら
は
赤
松
徹
眞
『
反
省
会
雑
誌
』
と
そ
の
周
辺
』（
二
〇
一
八
）、
岩
田
真
美
・
中
西
直
樹
『
仏
教
婦
人
雑
誌
の
創
刊
』（
二
〇
一
九
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
（
（
）
リ
テ
ラ
シ
ー
史
研
究
会
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（http://w
w
w
.f.w
aseda.
jp/a-w
ada/literacy
）。
（
6
）
宗
川
宗
満
『
知
周
上
人
略
伝
』（
私
家
版
、
一
九
二
一
）
（
7
）
川
口
高
風
「『
明
教
新
誌
』
に
お
け
る
曹
洞
宗
関
係
記
事
（
一
）」（『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
四
四
巻
一
号
、
一
九
九
六
・
七
）
（
8
）
注
3
に
同
じ
（
9
）
磯
前
順
一
『
近
代
日
本
の
宗
教
言
説
と
そ
の
系
譜
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
）
（
10
）
オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ
「
宗
教
概
念
と
日
本　
Religion
と
の
出
会
い
と
土
着
思
想
の
再
編
成　
」（
島
薗
進
ほ
か
編
『
日
本
人
と
宗
教　
近
世
か
ら
近
代
へ　
（
二
）
神
・
儒
・
仏
の
時
代
』
春
秋
社
、
二
〇
一
四
）
（
11
）
オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ
『
近
代
日
本
思
想
と
し
て
の
仏
教
史
学
』
（
法
蔵
館
、
二
〇
一
二
）
（
12
）
池
田
英
俊
『
明
治
の
仏
教　
そ
の
行
動
と
思
想　
』（
評
論
社
、
一
九
七
六
）
（
13
）
以
上
に
つ
い
て
は
、
柏
原
祐
泉
『
日
本
近
世
近
代
仏
教
史
の
研
究
』
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
九
）
を
参
考
と
し
た
。
（
1（
）
亀
山
光
明
『
戒
律
の
近
代　
釈
雲
照
に
お
け
る
初
期
十
善
戒
思
想
の
展
開　
」（『
文
芸
研
究
』
一
八
五
集
、
二
〇
一
八
・
三
）
（
か
わ
ち
・
さ
と
こ
／
東
北
大
学
専
門
研
究
員
）
